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インターバンクの声 （2015 年 2 月 10 日） 
 

昨夜の海外市場でのドル円相場は、多くの市場参加者が当面のレンジと想定

している１１７～１１９円の内側にあっさりと戻ってしまった。金曜日の予

想以上に強かった米雇用統計の結果に久々の１１９円超えだったが、日足・

雲の上限程度しか障害がないと思われた上限にも関わらず、簡単には新たな

レンジ形成をさせてくれなかった。もっともロンドン市場の朝方には、もう

一度しっかり上値押し上げを図りたいような動きも見えていたが、ギリシャ

情勢の不透明な先行きや欧州各国の冴えない株価スタートがお決まりのリス

ク回避となる円買いに繋がってしまったようだ。ニューヨーク市場入りした

後も、特段ドル買いに結びつく材料や米債利回りが目立って上昇することも

なく、雇用統計後のような鋭いドル買い相場に戻ることはなかった。来週の

春節休暇入りを控えての中国の経済指標や今週この後の米経済指標の結果で

どこまで動きに繋がるかを見守るしかないようだ。 
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